
○田原市（地区医師会モデル） 

１ 田原市の特徴                                  ２ モデル事業の対象地域  

 

 

 

 

３ 平成２６年度の主な取組状況等 

分野 項目 実績 成果・課題 分野 項目 実績 成果・課題 

 

関係機関

のネット

ワーク化 

 

 

地域包括ケア基本方針

等検討会議（地域包括

ケアシステムの構築の

手順・役割分担等の検

討） 

１回開催 

【構成員】市医師会長、市歯科医

師会長、市薬剤師会長、市社

協会長、県保健所長 等 

【内容】地域包括ケアシステムの

推進、在宅医療・介護の連携

について  等 

○ 関係機関連絡会議は毎月

開催しており、顔の見える

関係が築けた。関係機関の

課題も話し合われ、検討し

ながらコミュニケーション

が図れた。 

 

○ 医科歯科薬科情報シー

ト、医療・介護マップの作

成を通して、関係者の理

解・組織的な協力を得るこ

とができた。 

 

医療と介護

の連携 

 

 

ＩＣＴ等を活用した患者

情報の共有 

電子＠連絡帳を活用した東三

河ほいっぷネットワークに加入

中（６５事業所（全介護保険事

業者、医師会、歯科医師会、薬

剤師会の一部）が加入） 

○ ＩＣＴについて、医師に

限ると、現在一部の医師の

みが活用している状況で

あり、活用者を増やすこと

が課題である。 

 

○ 厳しい医療状況を踏ま

え、医療と介護のスムーズ

な連携による医療側の負

担軽減を図るため、研修等

連携推進に取り組んだ。 

 

○ 多職種による研修会で

は、がん患者や認知症等の

事例をグループワークに

より参加者のコミュニケ

ーションを図ることがで

き、参加者間の顔の見える

関係が構築できた。 

在宅医療等に従事する多

職種の研修 

５回開催 

【参加人数】１回につき３０～

１００名、計２９２名参加 

【内容】在宅における終末期ケ

ア、緩和ケア 等 

関係機関連絡会議（地

域包括ケアシステムを

構築していく上で必要

な対策や、地域ケア会

議で抽出された課題等

の解決に向けた対策の

検討） 

９回開催 

【構成員】市医師会理事、市歯科

医師会理事、市薬剤師会長、

地域包括支援センター長 等 

【内容】地域包括ケアモデル事業

の取組や地域課題 等 

在宅医療等の普及啓発 ○ 出前講座を２０回実施 

【参加人数】延べ８８４名 

○ 講演会を２回開催 

【参加人数】１回目：７７名、

２回目：１４０名 

【内容】在宅における終末 

期ケア（緩和ケア・認知

症の地域支援） 

地域ケア会議（処遇困

難事例の検討） 

３回開催 

社会資源等の把握（各

種アンケートの実施、

資源マップ（リスト）

の作成等） 

○ 病院、介護事業所等に在宅医

療アンケートを実施 

【内容】在宅医療の実施状況等 

○ 医科歯科薬科情報シートを作

成、医療・介護事業所に配布 

○ 医療・介護マップを作成し全

戸配布 

○ 在宅医療用語集を作成、医

療・介護事業所に配布 

 

その他の取

組 

 

後方支援病床の確保  渥美病院が、平成２６年１０

月に地域包括ケア病棟５５床、

１１月に医療療養病棟２５床を

開設（レスパイト病床含む）。開

業医の後方支援病床として確保 

○ 認知症予防教室はＪＡ

愛知みなみ、厚生連と、口

腔教室は歯科医師会と協

力して実施したが、他機関

と連携して実施ができた

ことは、市と関係機関のネ

ットワーク強化にとって

有意義であった。 

介護の取組 ○ 家族介護支援教室を１０回

開催（延べ５８名参加） 

○ 認知症介護支援教室を１０ 

 回開催（延べ９８名参加） 

医療と介

護の連携 

在宅医療連携協議会

（多職種連携の課題の

抽出と解決策の検討） 

１回開催 

※基本方針等検討会議を活用 

【内容】地域包括ケアシステムの

推進、在宅医療・介護の連携に

ついて  等 

※その他、関係機関連絡会議で 

研修内容、講演会内容等の検討 

やアンケート結果を共有 

 

○ 関係者間での情報共有、

他分野の知識取得、意識向

上が図られた。 
介護予防の取組 ○ 認知症予防教室を９回開催

（延べ１１０名参加） 

○ 口腔教室を４回開催（延べ 

５２名参加） 

 

○ 高齢者の労働人口の割合が高い。（全国の高齢者労働力率：２１．５％、愛知県の高齢
者労働力率：２４．５％、田原市の高齢者労働力率：４４．１％ 〈H22国勢調査より〉） 

   ※高齢者労働力率：６５歳以上人口に対する６５歳以上労働人口の比率   
○ 病院は厚生連渥美病院のみ、市内内科医の高齢化（平均年齢６０歳代後半）・後継者問
題、有床診療所が無い等医療資源に課題を抱えている。 

平成２７年度の取組 

○ 引き続き、会議、研修、普及啓発等を実施していく。会議では課題の検討を進めていく。 

○ 唯一の病院である渥美病院とも定期的に会議を開催し、連携を検討していく。 

○ 新たな介護予防事業、住まい対策の検討に取り組んでいく。 

 

田原東部中学校地区（人口：１３，８４３人 高齢化率：２２．５％） 

３ 


